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Ⅰ  基 本 方 針

少 子 高 齢 化 や 人 口 減 少 が 進 行 す る 中 、 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 に よ り 企 業 等 に お け る 人 手 不 足 が 深 刻 さ を

増 し て お り 、 経 済 へ の 影 響 も 懸 念 さ れ て い ま す 。 こ の た め 、 国 に お い て は 企 業 に お け る 高 年 齢 者 雇 用 の

拡 大 や 地 域 に お け る 多 様 な 雇 用 ・ 就 業 機 会 の 確 保 な ど 様 々 な 取 組 が 進 め ら れ て い ま す 。 こ の 中 に は シ ル

バ ー 人 材 セ ン タ ー 事 業 の 活 用 の 推 進 も 掲 げ ら れ て お り 、 人 手 不 足 分 野 の 就 業 機 会 の 拡 大 な ど 積 極 的 な 取

組 が 求 め ら れ 、 本 事 業 の 果 た す 役 割 の 重 要 性 や 地 域 社 会 の 期 待 は ま す ま す 大 き な も の と な っ て い ま す 。

こ の よ う な 中 、 イ ン ボ イ ス 制 度 、 フ リ ー ラ ン ス 法 の 施 行 や 新 た な 契 約 方 法 へ の 移 行 な ど シ ル バ ー 人 材

セ ン タ ー を 取 り 巻 く 環 境 は 厳 し さ を 増 し て い ま す 。 ま た 、 事 業 を 展 開 す る う え で は デ ジ タ ル 化 へ の 対 応

も 必 要 不 可 欠 と な っ て お り 、 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の 運 営 は 課 題 の 多 い も の と な っ て い ま す 。

現 在 、 セ ン タ ー に お い て は 、 会 員 の 高 齢 化 や 会 員 の 確 保 な ど 楽 観 で き な い 状 況 が 続 い て い ま す 。 こ れ

に 伴 い 、 契 約 件 数 や 契 約 額 な ど は 減 少 傾 向 の 状 態 で 推 移 し て い る 状 況 と な っ て い ま す 。

依 然 と し て セ ン タ ー に と っ て の 状 況 は 厳 し い も の が あ り ま す が 、 引 き 続 き 会 員 拡 大 の 推 進 や 退 会 抑 制

の た め の 多 様 な 就 業 機 会 の 拡 大 ・ 確 保 が 求 め ら れ て い ま す 。

こ れ ら の こ と を 踏 ま え て 令 和 ８ 年 度 は 、 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の 基 本 理 念 で あ る 「 自 主 、 自 立 、 共 働 、

共 助 」 の も と 、 昨 年 策 定 し た 「 中 期 基 本 計 画 （ 令 和 ７ 年 度 か ら 令 和 １ １ 年 度 ） 」 を 基 軸 に 「 会 員 の 拡 大 」

「 就 業 場 所 の 確 保 」 「 安 全 ・ 適 正 就 業 の 推 進 」 を 基 本 と し 、 会 員 の 働 き が い 、 生 き が い の 充 実 を 目 指 し ま す 。

Ⅱ  活 動 指 針 

1.  新 規 会 員 加 入 促 進

セ ン タ ー 事 業 を 円 滑 か つ 安 定 的 に 行 う た め に は 会 員 加 入 の 促 進 が 必 要 で あ る こ と か ら 、 次 の 施 策 を

実 施 し ま す 。

① 会 員 募 集 説 明 会 の 拡 大 実 施

　 セ ン タ ー で の 開 催 に 加 え 、 出 張 説 明 会 を 実 施 し ま す 。

② 自 治 会 等 へ の 働 き か け

　 自 治 会 等 に 対 し て シ ル バ ー 会 員 募 集 の 広 報 活 動 を 行 い ま す 。

③ 女 性 会 員 拡 大 の 取 組 強 化

　 女 性 が 参 加 し や す い 説 明 会 や 女 性 会 員 が 未 入 会 の 仲 間 を 誘 っ て 参 加 で き る イ ベ ン ト の 実 施 な ど 女 性

が 入 会 し や す い 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

④ 広 報 媒 体 の 活 用

　 各 種 広 報 媒 体 を 活 用 す る と と も に 、 Ｓ Ｎ Ｓ を 利 用 し た セ ン タ ー の 周 知 や 会 員 加 入 の Ｐ Ｒ 活 動 を 推 進

し ま す 。

2.  就 業 開 拓 の 推 進

　 財 政 基 盤 の 強 化 ・ 会 員 の 増 強 に は 、 就 業 先 の 確 保 ・ 受 注 量 の 増 加 が 不 可 欠 な こ と か ら 、 就 業 開 拓 の

推 進 に 向 け 、 次 の 施 策 を 実 施 し ま す 。

① 就 業 機 会 の 確 保

事 業 所 や 一 般 家 庭 へ の チ ラ シ の 配 布 の 他 、 各 種 広 報 媒 体 な ど を 通 じ て 情 報 発 信 を 行 い 新 た な 顧 客 の

獲 得 に 努 め ま す 。

令 和 ８ 年 度 　 事 業 計 画
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② 介 護 保 険 事 業 の 強 化

介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 に つ い て は 、 事 業 ス タ ッ フ の 組 織 化 を 図 り 、 更 な る 事 業 の 拡 大 発

展 に 努 め ま す 。

③ 役 員 に よ る 企 業 訪 問

企 業 等 に 出 向 き 、 需 要 が 見 込 め る 新 規 事 業 所 な ど を 積 極 的 に 開 拓 し ま す 。

3.  安 全 ・ 適 正 就 業 の 推 進 と 事 故 防 止 対 策

　 安 全 就 業 は 全 会 員 の 願 い で あ り 、 会 員 が 安 全 に 就 業 で き る よ う 安 全 意 識 の 高 揚 と 事 故 防 止 を 目 的 と

し て 、 次 の 事 業 を 行 い ま す 。

① 安 全 ・ 適 正 就 業 教 育 等

安 全 及 び 適 正 就 業 講 習 会 の 開 催 な ど 年 間 事 業 の 一 環 と し て 各 種 講 習 会 を 開 催 し ま す 。

② 安 全 パ ト ロ ー ル の 強 化

定 期 、 不 定 期 に 就 業 現 場 を 訪 問 し 、 安 全 パ ト ロ ー ル を 実 施 し ま す 。

③ 特 定 健 康 診 査 受 診 の 奨 励

会 員 が 健 康 で 就 業 で き る よ う  1 0 0 ％ の 受 診 率 を 目 指 し ま す 。

④ 適 正 就 業 ガ イ ド ラ イ ン の 順 守

適 正 就 業 ガ イ ド ラ イ ン の 確 認 と 徹 底 を 図 り ま す 。

4.  地 域 貢 献 活 動 の 推 進

　 「 公 益 法 人 」 と し て の 使 命 を 認 識 し 、 地 域 へ の 貢 献 活 動 に 積 極 的 に 参 加 し ま す 。

① 公 共 的 催 事 へ の 積 極 的 参 加

七 夕 ま つ り や 商 工 祭 等 の 公 共 的 催 事 に 積 極 的 に 参 加 し ま す 。

② 地 区 行 事 へ の 参 加

元 気 プ ラ ザ で の 催 事 等 に 参 加 す る と と も に 各 地 区 の 行 事 に 参 加 し 、 セ ン タ ー の 知 名 度 の 向 上 を 図 る

と と も に 地 区 と の 交 流 を 図 り ま す 。

5.  会 員 の 相 互 交 流

セ ン タ ー 会 員 相 互 の 交 流 を 図 る た め 、 次 の 事 業 を 実 施 し ま す 。

① 会 員 作 品 展 の 開 催

会 員 の 特 技 趣 味 を 生 か し た 会 員 作 品 展 を 開 催 し ま す 。

② 会 員 親 睦 組 織 へ の 協 力 支 援

会 員 の 居 場 所 づ く り の た め 、 親 睦 会 組 織 へ 協 力 支 援 し ま す 。

6.  事 務 局 体 制 等

　 セ ン タ ー 事 務 局 は 、 事 業 を 円 滑 に 進 め る た め 、 適 正 な 人 員 配 置 の 下 で 業 務 の 執 行 に 努 め ま す 。

① 理 事 の 役 割 の 強 化

埼 玉 県 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 連 合 等 が 開 催 す る 理 事 研 修 会 及 び 講 習 会 等 に 積 極 的 に 参 加 し 、 研 鑽 に

努 め ま す 。

② 他 市 町 の シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー と の 交 流

他 セ ン タ ー と の 交 流 ・ 情 報 交 換 に 努 め 、 事 業 運 営 の 充 実 を 図 り ま す 。

③ 個 人 情 報 の 保 護 の 徹 底

特 定 個 人 情 報 を 始 め と す る セ ン タ ー が 保 有 す る 個 人 情 報 の 漏 え い 、 滅 失 、 き 損 の 防 止 な ど 法 令 の 順

守 と 研 修 体 制 の 強 化 に 努 め 管 理 の 徹 底 を 図 り ま す 。

④ 経 費 の 削 減

事 務 経 費 や 管 理 費 を よ く 精 査 し 、 効 率 の 良 い 事 業 運 営 に 努 め ま す 。
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第

7回 理 事 会

　 　 　

令 和

7年

1 2月

1 6日 （ 火 ）

◎ 議 題
⑴ 正 会 員 の 入 会 の 承 認 に つ い て⑵ 事 業 報 告 会 に つ い て⑶

1 2月 支 給 に 係 る 期 末 手 当 の 支
給 率 に つ い て

⑷ 特 定 資 産 の 取 り 崩 し に つ い て⑸ そ の 他

　 　 　 　 　 　

◎ 報 告
⑴ 会 員 の

1 1月 入 会 承 認 結 果 に つ

い て
⑵

1 1月 度 事 業 実 績 等 に つ い て

⑶

1 1月 度 月 次 収 支 報 告 に つ い て

⑷ 部 会 報 告⑸ 公 共 的 業 務 に 関 す る 令 和

8年

度

4月 の 就 業 調 整 の 取 扱 い に

つ い て
⑹ さ い た ま 税 理 士 法 人 の 中 間 の

会 計 確 認 に つ い て
⑺ そ の 他議 題 に つ い て は す べ て 承 認第

8回 理 事 会

　

　 　 　

令 和

8年

2月

1 7日 （ 火 ）

◎ 議 題
⑴ 正 会 員 の 入 会 の 承 認 に つ い て

⑵ 令 和

7年 度 収 支 補 正 予 算  （ 案 ）

に つ い て
⑶ 公 益 社 団 法 人 狭 山 市 シ ル バ ー

人 材 セ ン タ ー 配 分 金 規 程 の 一部 を 改 正 す る 規 程 （ 案 ）
⑷ 公 益 社 団 法 人 狭 山 市 シ ル バ ー

人 材 セ ン タ ー 事 務 費 規 程 の 一部 を 改 正 す る 規 程 （ 案 ）
⑸

3月 入 会 者 の 会 費 無 料 キ ャ ン
ペ ー ン に つ い て

⑹ 令 和

8年 度 事 業 計 画 （ 案 ） に

つ い て
⑺ 令 和

8年 度 収 支 予 算 （ 案 ） に

つ い て
⑻ 令 和

8年 度 定 時 総 会 の 日 時 ・

場 所 及 び 議 決 権 行 使 の 可 否 につ い て
⑼ 役 員 賠 償 責 任 保 険 の 加 入 に つ

い て
⑽ 嘱 託 職 員 の 処 遇 に つ い て⑾ そ の 他

◎ 報 告
⑴ 会 員 の

1月 入 会 承 認 結 果 に つ

い て
⑵

1月 度 事 業 実 績 に つ い て

⑶

1月 度 月 次 収 支 報 告 に つ い て

⑷ 部 会 報 告⑸ そ の 他議 題 に つ い て は す べ て 承 認

令 和

7年

1 2月 〜 令 和

8年

3月

　
（ 班 ）

　 　

（ 氏 名 ）

・ 入 間 川 西 地 区
１
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小 名 木

　
圭

　
吾

２
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今
　
井

　 　 　

武

９
　
班

　 　

奥
　
山

　
正

　
秀

1 0　
班

　 　

村
　
上

　
洋

　
子

1 0　
班

　 　

石
　
井

　
昌

　
博

・ 入 間 川 東 地 区
１

　
班

　 　

中
　
野

　
富 士 江

２
　
班
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川

　
季

　
江

７
　
班

　 　

中
　
尾

　
彰

　
良

７
　
班

　 　

長 谷 川

　 　 　

豊

７
　
班

　 　

大 和 田

　 　 　

啓

９
　
班

　 　

高
　
岡

　
弘

　
之

９
　
班

　 　

吉
　
村

　
哲

　
夫

1 2　
班

　 　

佐
　
藤

　
京

　
子

1 2　
班

　 　

市
　
川

　
貴

　
男

1 3　
班

　 　

村
　
上

　
憲

　
一

・ 入 曽 地 区
２

　
班

　 　

中
　
西

　
明

　
子

３
　
班

　 　

瀬
　
島

　
千 津 子

３
　
班

　 　

家
　
崎

　
淳

　
子

４
　
班

　 　

髙
　
橋

　
か つ 子

1 3　
班

　 　

栗
　
原

　
完

　
司

1 4　
班

　 　

有
　
光

　
圭

　
子

1 6　
班

　 　

福
　
井

　
昭

　
博

・ 堀 兼 地 区
１

　
班

　 　

椎
　
名

　
健

　
之

1　
班

　 　

内
　
田

　 　 　

稔

４
　
班

　 　

服
　
部

　
禮

　
雄

５
　
班

　 　

林
　 　 　

儀
　
広

５
　
班

　 　

吉
　
田

　
静

　
江

８
　
班

　 　

宇 佐 美

　
清 治 郎

・ 奥 富 地 区
１

　
班

　 　

山
　
崎

　
英

　
男
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株 式 会 社 ヒ ュ ー ベ スあ な た は 、 ペ ッ ト を 飼 っ て い ま

す か 。 ワ ン ち ゃ ん 派 で す か ニ ャ ンち ゃ ん 派 で す か 。
今 の 日 本 で は 犬 猫 合 わ せ て お よ

そ １ ６ ０ ０ 万 弱 が ペ ッ ト と し て 飼わ れ て い る と い い ま す 。 ３ 人 に １人 位 の ひ と が 犬 又 は 猫 を 人 生 の 伴侶 と し て 生 活 し て い る 計 算 に な るよ う で す 。
犬 も 猫 も 体 調 が 悪 く な れ ば 、 病

院 で 先 生 の 診 察 を 受 け 治 療 を し ても ら う の は フ ツ ー の こ と の よ う です 。 必 然 、 動 物 病 院 も た く さ ん あり ２ 年 ほ ど 前 の デ ー タ で は 全 国 に一 万 二 千 あ ま り の 施 設 が あ る と のこ と で し た 。
私 が シ ル バ ー の 仕 事 を し て い る

の は 株 式 会 社 ヒ ュ ー ベ ス 。 狭 山 市水 野 に あ り 、 動 物 病 院 の 医 療 現 場を 支 え る さ ま ざ ま な 製 品 、 医 療 機器 や 消 耗 品 、 サ プ リ や ケ ア 用 品 など を 幅 広 く 販 売 す る 会 社 で す 。
営 業 活 動 の 最 前 線 で 働 く 営 業 マ

ン の 方 々 は 病 院 の 先 生 方 と コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン を と り 製 品 の 納 入 に全 国 を 走 り ま わ っ て い ま す 。 社 内の 現 場 で は 毎 日 ケ ア 用 品 な ど の 注文 に 対 応 し 、 仕 分 け ・ 梱 包 ・ 発 送の し ご と で い つ も 大 わ ら わ で す 。
私 が 従 事 し て い る の は 、 動 物 病

院 で ワ ン ち ゃ ん ネ コ ち ゃ ん が 診 察で 横 に な る 「 診 察 台 」 を 組 み 立 て製 品 化 す る し ご と で す 。
私 は

4 2年 間 会 社 員 と し て 精 肉 の

仕 事 を し て 定 年 退 職 し ま し た が 、シ ル バ ー で 出 会 っ た 仕 事 は そ れ まで と ち が い 硬 い 金 属 を 相 手 と す るモ ノ 作 り の 仕 事 で し た 。 診 察 台 は完 成 す る と 一 台 が

2〜

3 0キ ロ に も

な る 大 き な も の で す 。 ひ と つ を 動か す に も 重 く て 力 が 必 要 で す 。
こ こ で の 仕 事 と の 出 会 い は 先 に

シ ル バ ー で 働 い て い た 前 任 者 の 方が 健 康 上 の 理 由 で 辞 め る こ と に なり 後 任 者 と し て 働 く こ と に な っ たか ら で す 。 そ の 方 は 右 も 左 も わ から な い 私 に 引 継 ぎ で １ か 月 あ ま りも 一 緒 に 働 き な が ら 教 え て く れ まし た 。 丁 寧 に 教 え て 頂 き そ の こ とが 今 の 基 礎 に な っ て い ま す 。
職 場 に は 嘱 託 社 員 の 方 が 一 緒 に

働 い て い ま す が そ の 方 は 「 こ の 道で の 大 ベ テ ラ ン 」  （ 皆 か ら 師 匠 と ）で あ り な が ら 、 何 ご と も 嫌 な 顔 をせ ず に 教 え て く れ る 優 し い 方 で す 。こ の 方 に も 感 謝 の 思 い は 尽 き ま せん 。

診 察 台 は ス テ ン レ ス や 鉄 製 の 部
品 を ネ ジ や ボ ル ト や 接 着 剤 で 組 み立 て ま す 。 体 重 計 も 組 み 込 む の で電 子 部 品 も 扱 い ま す 。 ひ と つ ひ とつ が 微 妙 に 異 な り 、 組 み 立 て 作 業は 常 に 新 し い 課 題 と の た た か い で奥 が 深 い 仕 事 で す 。 製 品 は 体 重 計の 精 度 を 検 査 し て 出 荷 し ま す 。 検査 は 重 い 分 銅 を 使 っ て の 力 の 要 る作 業 で な か な か 重 労 働 で す 。 製 造工 程 の 取 り 組 み 、 完 成 時 の 体 力 勝負 の 検 査 、 す べ て が 責 任 と や り がい に つ な が っ て い る と 実 感 す る 職場 で す 。

第 二 の 人 生 で あ る シ ル バ ー の 仕
事 は 善 き 先 輩 や 善 き 同 僚 に 恵 ま れ幸 せ で す 。 力 も 物 覚 え も 年 ご と に衰 え ま す 。 腰 の 痛 み と も た た か い 、若 い 人 の 助 け を か り な が ら 、 感 謝の 気 持 ち を 忘 れ ず に 働 け る 限 り は精 進 し て い き た い と 、 思 っ て お りま す 。

令 和 ８ 年

3月 ７ 日 （ 土 ） 午 前 狭

山 市 環 境 課 主 催 の 「 入 間 川 ク リ ーン 作 戦 （ 河 川 敷 の ボ ラ ン テ ィ ア 清掃 活 動 ）  」 に 今 年 も セ ン タ ー 役 員と 事 務 局 職 員 の 有 志 で 参 加 し ま した 。
実 施 場 所 は 入 間 川 に こ に こ テ ラ

ス な ど で 賑 わ う 河 川 敷 中 央 公 園 周辺 で す 。
当 日 は 天 候 に も 恵 ま れ 大 勢 の 参

加 者 が 集 ま り 、 散 乱 し て い る ゴ ミを 拾 っ て 歩 き ま し た 。
春 の 訪 れ を 感 じ つ つ 広 々 と し た

入 間 川 河 川 敷 を 歩 き な が ら の 清 掃活 動 で あ り 、 空 き 缶 や ペ ッ ト ボ トル な ど の 小 さ な ゴ ミ や 大 き な 不 燃ゴ ミ な ど を 拾 う こ と が で き 、 改 めて 環 境 保 全 活 動 の 大 切 さ を 知 る 良い 機 会 と な り ま し た 。

入 曽

1 5班磯 田

正 博

働 く 仲 間働 く 仲 間

入 間 川 ク リ ー ン 作 戦

に 参 加
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令 和 ８ 年 度 　 部 会 事 業 計 画

１ ． 各 部 会 の 所 掌 事 項
① 総 務 財 政 部 会
・ セ ン タ ー の 組 織 及 び 事 務 局 に 関 す る こ と
・ 予 算 、 決 算 そ の 他 財 政 に 関 す る こ と
・ 事 務 比 率 の 定 期 的 見 直 し に 関 す る こ と
・ セ ン タ ー の 入 会 説 明 、 面 談 会 の 運 営 に 関 す る こ と

② 就 業 部 会
・ 就 業 開 拓 及 び 就 業 率 向 上 に 関 す る こ と
・ 新 規 事 業 の 創 出 に 関 す る 重 要 な こ と

③ 安 全 部 会
・ 安 全 就 業 推 進 に 関 す る こ と
・ 就 業 事 故 の 原 因 究 明 及 び 再 発 防 止 に 関 す る こ と

④ 広 報 部 会
・ シ ル バ ー 狭 山 広 報 紙 の 編 集 、 発 行

２ ． 令 和  8  年 度 の 各 部 会 事 業 計 画

部 会 目 　 標 活 　 動 　 内 　 容 実 施 時 期 ・ 頻 度

総

務

財

政

1 ． 入 会 面 談 会 の 実 施

2 ． 会 員 の 拡 充

・ 入 会 希 望 者 に 実 施

　 シ ル バ ー の 内 容 を 理 解 し て い た だ き 、 入 会 の 促 進 を 図 る

・ 会 員 増 へ の 対 応 を 検 討

・ 退 会 防 止 へ の 対 応 を 検 討 す る

・ 他 部 会 と の 連 携 を 強 化 す る

毎 月 実 施

毎 回

就

業

1 ． 就 業 先 ・ 近 隣 と の ト ラ

ブ ル 防 止

2 ． 会 員 の マ ナ ー 向 上 、 ト ラ

ブ ル ・ 非 行 行 為 の 防 止

3 ． 就 業 開 拓 の 実 施

4 ． 女 性 会 員 の 就 業 開 拓

・ 接 遇 研 修 の 実 施 　 ・ 新 会 員 に 実 施  

・ 「 マ ナ ー ア ッ プ 研 修 」 の 実 施

　 対 象 ： 入 会 後 ５ 年 経 過 し た 会 員

　 受 講 会 員 は エ イ ジ レ ス 8 0 に て 受 講 管 理 を 実 施

・ 新 規 事 業 所 へ の ア プ ロ ー チ

・ 家 事 援 助 サ ー ビ ス 事 業 充 実 の た め の 施 策

・ 新 規 及 び 既 存 事 業 へ の 女 性 会 員 の 就 業 先 の 拡 大 及 び 職 種 拡 充

・ 独 自 事 業 の 推 進

入 会 時 に 毎 月

２ 回 程 度

通 年

通 年

安

全

1 ． 就 業 事 故 発 生 件 数 の 軽 減

　 　2 0  件 以 内 を 目 標  

2 ． 事 故 究 明 と 再 発 防 止

3 ． 安 全 意 識 の 向 上

4 ． 新 会 員 へ の 安 全 教 育

5 ． 安 全 教 育 、 研 修 の 実 施

・ 安 全 パ ト ロ ー ル の 実 施 （ 危 険 な 作 業 の 職 種 を 中 心 に ）

・ 就 業 途 上 の 事 故 防 止 の 啓 発

・ 事 故 の 要 因 分 析 と 再 発 防 止 （ 反 省 会 、 検 討 会 の 実 施 ）

・ 同 一 職 場 内 へ の 周 知 及 び 全 会 員 へ の 広 報

・ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 体 験 、 安 全 標 語 の 募 集 と 講 習 会 の 実 施

　 ① 交 通 安 全  ② 救 命 救 急  ③ 熱 中 症 予 防 の 啓 発

・ 入 会 時 に 全 員 に 実 施

・ 入 会 ５ 年 経 過 で 就 業 中 の 会 員 を 対 象 に 実 施

８ 回 以 上

事 故 発 生 の 都 度

広 報 紙 に 掲 載

各 種 １ 回 以 上 実 施

毎 月

２ 回 程 度

広

報

1 ． 広 報 紙 の 確 実 な 発 行

2 ． 広 報 紙 の レ ベ ル ア ッ プ

・ 速 報 版 （ 毎 月 ） シ ル バ ー 狭 山 （ 1 月 、5 月 、9 月 ）

・ 問 題 点 の 整 理 と レ ベ ル ア ッ プ に 繋 げ る

　
　
・ 会 員 の 拡 充 に 関 す る こ と
・ 会 員 意 識 の 向 上 に 関 す る こ と
・ 各 部 会 の 連 絡 に 関 す る こ と
・ 他 の 所 掌 に 属 さ な い 事 項

・ 会 員 の 適 正 な 就 業 と 公 平 な 就 業 機 会 の 提 供 に 関 す る こ と
・ 女 性 会 員 の 就 業 開 拓 に 関 す る こ と

・ 安 全 に 関 す る 講 習 会 等 の 開 催 に 関 す る こ と

・ 各 種 Ｐ Ｒ 項 目 の 広 報 紙 へ の 展 開
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毎 月 、 新 た に シ ル バ ー に 入 会 さ
れ た 会 員 の 皆 様 方 に 対 し 、 就 業 にあ た っ て 発 注 者 等 、 来 訪 者 等 と のト ラ ブ ル 防 止 や 対 人 、 対 物 へ の 危害 損 傷 及 び ご 自 身 の 怪 我 等 防 止 のた め に 、 接 遇 安 全 研 修 を 行 っ て いま す 。

こ の 度 、 入 会

5年 目 を 経 過 し た

会 員 の 皆 様 方 に 対 し て 、 今 一 度 、ト ラ ブ ル や 安 全 事 故 防 止 に つ い て再 認 識 し て い た だ く た め 、 令 和

7

年

7月 と

1 2月 に 本 研 修 を 実 施 し ま

し た 。 ほ ぼ 対 象 者 全 員 に 参 加 し ても ら い 、 概 ね こ の 目 的 を 達 成 し たも の と 考 え ま す 。 こ こ 数 年 い ろ いろ な ト ラ ブ ル や 各 種 の 事 故 が 散 見さ れ て お り 、 こ れ ら の 防 止 に つ いて 、 一 人 ひ と り が 認 識 を 新 た に され 、 安 全 か つ 事 故 の な い 就 業 に 臨む こ と が 極 め て 重 要 で あ り ま す 。
来 年 度 以 降 も 本 研 修 を 継 続 し 、

よ り 良 い 就 業 環 境 の 維 持 に 努 め 、

会 員 皆 様 方 の シ ル バ ー 人 生 を よ り充 実 し た も の に す る た め に も 両 部会 共 に 努 力 を 傾 注 し て い く 所 存 です の で 、 今 後 と も よ ろ し く お 願 い申 し 上 げ ま す 。

　
３ 月

2 1日 （ 土 ） 当 日 は 好 天 に 恵

ま れ 、 狭 山 元 気 プ ラ ザ で 狭 山 台 地区 主 催 の 「 春 フ ェ ス タ 狭 山 台 」 が開 催 さ れ ま し た 。　
岩 石 園 周 辺 で は 、 搗 き 立 て の お

餅 な ど の 食 品 販 売 、 中 庭 で は Ｂ ＭＸ の 体 験 会 が あ り 、 子 供 た ち が 挑戦 し て 歓 声 が 上 が っ て い ま し た 。　
狭 山 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー か

ら は 「 手 作 り 班 」  「 手 編 み 班 」  「 親睦 会 」 が 参 加 し ま し た 。 販 売 場 所は ま ち づ く り 活 動 室 で 、 売 り 場 は狭 く 品 物 の 飾 り つ け 等 に 工 夫 が 必要 で し た が 、 お 客 様 と の 会 話 も 弾み 売 上 は 好 調 で し た 。　
ス タ ン プ ラ リ ー の 子 供 た ち も 来

店 し 、 プ レ ゼ ン ト の 「 飴 」 や 「 ポケ ッ ト テ ィ ッ シ ュ 」 を 受 け 取 っ てく れ ま し た 。　
狭 山 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー と

狭 山 台 地 区 と の 交 流 が で き た 楽 しい 一 日 で し た 。

独 自 事 業

　
手 作 り 班

就 業 部 会 ・ 安 全 部 会
入 会 ５ 年 目 会 員 接 遇

･

安 全 研 修

第

1 6回  「 春 フ  ェ  ス タ 狭 山 台 」

に 参 加 し て
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会 員 一 人 一 声 運 動
新 し い 仲 間 を こ れ か ら も 増 や

し た く 、 皆 様 か ら ご 近 所 の 方 や知 人 な ど に シ ル バ ー 人 材 セ ンタ ー を 紹 介 し て 入 会 に 向 け て 声掛 け の 協 力 を お 願 い し ま す 。
５ 月 以 降 の 直 近 の 入 会 説 明 会

の 日 程 は 次 の と お り で す 。◆
５ 月 ７ 日 （ 木 ）

1 0時

0 0分
　
狭 山 元 気 プ ラ ザ

1 4時

3 0分
　
産 業 労 働 セ ン タ ー

◆
６ 月 ３ 日 （ 水 ）

1 0時

1 5分
　
水 富 公 民 館

1 3時

3 0分
　
柏 原 公 民 館

◆
６ 月 ４ 日 （ 木 ）

1 0時

0 0分
　
狭 山 元 気 プ ラ ザ

1 4時

3 0分
　
産 業 労 働 セ ン タ ー

入 会 説 明 会 へ の 参 加 を 希 望
さ れ る 場 合 は 、 事 前 に ０ ４

－

２ ９ ３ ５

－

４ ３ １ ２ ま で お 電 話

く だ さ い ！

「 忠 臣 蔵 」 私 見
映 画 、 テ レ ビ や 講 談 等 で 有 名 な

｢

忠 臣 蔵

｣

に つ い て 私 な り に 考 察

し た の で ご 紹 介 し た い と 存 じ ま す 。
あ ら す じ と し て 、 天 皇 の 勅 使 接

待 役 を 命 ぜ ら れ た 播 州 赤 穂 藩 主 浅野 内 匠 頭 が 吉 良 上 野 介 に 江 戸 城 にお い て 、 刃 傷 沙 汰 に 及 ん だ こ と から こ の 話 が 始 ま り ま し た 。 原 因 は接 待 役 の 指 導 的 立 場 に あ る 吉 良 が度 重 な る い じ め や 、 い や が ら せ をし た た め に 、 内 匠 頭 が 堪 忍 袋 の 緒を 切 ら し て 本 事 件 が 発 生 し ま し た 。俗 に 、 上 皇 の 院 使 接 待 役 の 仙 台 藩の 伊 達 家 が 高 価 な 狩 野 探 幽 の 絵 画 、

黄 金 等 を 進 物 と し て 吉 良 に 進 呈 した こ と に 対 し て 、 浅 野 側 で は 鰹 節 、平 凡 な 反 物 等 を 贈 っ た 事 で 、 吉 良が 怒 っ て 嫌 が ら せ 等 を 行 っ た と され て い ま す 。
し か し な が ら 、 あ る 一 説 に よ り

ま す と 、 吉 良 が 赤 穂 藩 の 上 質 な 塩の 製 造 技 法 に つ い て 教 え を 乞 う たが 、 き っ ぱ り 断 ら れ た こ と に あ ると 云 わ れ て い ま す 。
加 え て 、 吉 良 が 年 甲 斐 も 無 く 、

内 匠 頭 の 正 室 阿 久 理 の 方 （ 後 に 瑤泉 院 ） の 美 貌 に 横 恋 慕 し 憎 し み が増 し た と の 説 も 有 り ま す 。
刃 傷 事 件 か ら 一 年 九 ヶ 月 後 に 吉

良 を 討 ち 取 り 主 君 の 無 念 を 晴 ら しま し た が 、 城 代 家 老 大 石 内 蔵 助 以下 四 十 七 人 の 侍 の 真 の 狙 い は 、 幕府 の 不 公 平 な 裁 定 に 対 す る 、 死 をも っ て あ た っ た 抗 議 に あ る と 云 われ て い ま す 。 内 匠 頭 は 即 日 切 腹 、お 家 は 断 絶 で し た が 、 吉 良 に は 一切 お 咎 め な し の 裁 定 に 異 を 唱 え たも の で し た 。 幕 府 の 掟 で は 喧 嘩 両成 敗 が 原 則 で し た が ル ー ル 通 り には な ら な か っ た の で し た 。 こ こ に

人 間 と し て 、 又 武 士 （ も の の ふ ）と し て 多 く の 人 々 が 共 鳴 す る も のが あ る の で は な い で し ょ う か 。 私も そ の 一 人 と し て こ れ か ら も 「 忠臣 蔵 」 に 興 味 を も ち 続 け て ゆ く こと と 存 知 ま す 。

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー

　 　 　 　

基 本 理 念

自 主  （ セ ン タ ー を 私 た ち の も

の と し て 考 え ま す ）

自 立  （ セ ン タ ー を 私 た ち の 力

で 育 て ま す ）

共 働  （ 私 た ち 会 員 は 共 に 仲 良

く 働 き ま す ）

共 助  （ 私 た ち 会 員 は お 互 い に

助 け 合 い ま す ）

堀 兼 8 班

小 口 辰 夫

会 員 募 集 中会 員 募 集 中

お 知 り 合 い を ご 紹 介 く だ さ い

こ の 広 報 は 地 域 班 長 さ ん の 協 力 に よ り 会 員 の み な さ ん に 配 付 さ れ て い ま す 。

私

お 知 ら せ コ ー ナ ーお 知 ら せ コ ー ナ ー


